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:
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だ
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英
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に

薇

ひ

に

易
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ず

る
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で
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に
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つ

て

發

見

し

た

じ
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®
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孤
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れ
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に
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一
二
一
一
：
心
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ぃ
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^
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例
へ
ば
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0
資

本

主

義

進

化

に

關
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る

學

說

を

紹

介

し

て
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.資
本

論

の

.一
節

を

引

用

し

れ
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に

有

名

な

「

* 

資

本

主

義

的

私

有

財

產

の

死

の

鐘
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鳴

*
く
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酷

被

者

が

酷

.使
さ

れ

る

の

だ

」
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ニ

九

頁
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く

云

ふ

；一
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節

が

あ

る

が

、
：：茲

1

ふ

®
使
者
及

び
酷
使 

の

原

：語
は
 

Ex
p
r
o
p
r
i
a
t
e
u
r 

及
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exproprliert 

で
評 

者
は
有
時
の
頃
ょ
ヶ
か

剝

奪

^

云

ふ

文

字

を

之

に

充

て 

S
居
る
：が
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高

烏

川

川

諸

氏

の

間

に

は

脒

に

收

骤

の

定 

E

語

が

あ

る

？ 

Z
れ

比

翁

て

他

人

の

財

產

を

奪

っ

：S

 

本

家

が

、
'
今

孩

は

自

分

が

典

}«
產
を
奪
は
：れ

る

の
意
味 

で

あ

^
か

ら

、

S
使

^
は

當

ら

打

い，0
定

靜

語

を

踏

數
 

す

る

の

容

易

に

し

て

且

つ

無

雛

な

る

に

は

如

か

ぬ

の

で

:

笫

ー

锶

1
K
0

あ
る
。
义
細
が
い
事
を
云
へ
ぱ
前
に
引
川
し
た
戈
ッ
ズ 

批
評
の

1
言
の
中
に「

英
國
0
说
生
的
國
家
構
成
に
對 

す
る
窗
從
的
信
仰」

€
1ー4
ふ
句
が
あ
つ
た
が
、
此
所
謂
■ 

從
の
原
語
はimplicit ：

で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
不
言
裡
の 

:

信
仰
义
は
暗
默
裡
の
信
仰
ど
宏
ふ
程
の
意
哝
で
は
な

い 

か
S
思
ふ
◊
併
し
斯
ぅ
い
ふ
風
に
し
て
洗
立
て
れ
ば
.如 

何
な
る
老
大
ま
の
譁
文
中
に
も

誤H

め
る
事
は
免
れ
得 

:
«い
メ
右
の
如
き
揩
摘
は
決
し
て
本
書
全
體
の
評
偾
を 

動
か
す
も
の
で
な
い
事
は
特
に
明
記
し
て
置
き
度
い
の
，
 

で
あ
る
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右

の

外

に

固

有
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詞

，
の

幾

音

に

不

疋

確
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.は
れ
る
も
の
が
あ
る
の
に1

一
三
心
着
い
た
。
元
來
外
國 

の
入
名
地
名
を
我
國
の
假
名
で
表
は
す
必
に
は
仰
も
始 

め
か
ら
無
迦
が
あ
る
の
で
評
者
も
规
令
過
ち
を
犯
丨
て 

來
た
が
、
併
し
猶
ほ
リ

J
セ
ス
タ
J (
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A

O
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ル
モ
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1
ル
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等
に
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末
だ
改
善
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地
が
あ
る
ビ

思
ふ
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收
て
斯
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些
事
を
も
指
摘
す
る
0
は
，
譯
者
が
本
鐵
を
站
礎
ミ
し 

T

M
r.
原
著
の
，全
譯〈

中
世
の
部
分
を
除
く」

を
公
に
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へ
き
5:
.約
束
し
で
©

^
れ
る
か
じ
-
で
あ
.̂
o
本
書
は
观

形
の
儘
‘で
も
旣
に
充
分
識
者
の
歡
迎
に
値
す
る
も
の
で
れ
る
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は
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者
も
亦
我
が
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现
行
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塲
法
の
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全
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の
速
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に
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せ
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事
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に
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點
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所
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し
'、
こ
れ
が
革
新
改
善
の
術
策
を
擧
示 

ま
し
い
こ
艺
は
言
を
俟
た
ぬ

0
小
a
氏
の
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力
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せ
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れ
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\

^
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る
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あ
.る
が
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^
乙

の「

勢
働
能
率

:
! 

神
H

m
;—

店

刊

行

」
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一
研
究」

の
冒
敗
の
ー
章
に
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い
て
も
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そ
の
來
物
を
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本
颦
の
襄
者
神
阳
孝
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氏
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揚
營
现
法
は
關
す
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す
る
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な
る
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こ
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七
卷
2
五
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：
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刊
紹
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第
一
猇

1.
.;v
v
:
j

，る
。換
言
す
れ
ば「

如
何
に
し
て
優
も
ょ
く
勞
働
を
搾
取 

す
べ
き
乎」
こ
の
疑
問
•か
勞
働
能
率
硏
究
ビ
な
る
の
で 

_ぁ
る
？
を
れ
故
に「

科
學
的
«
理
法
は
迦
論
ど
し
て
は
、
 

必
ら
す
し
も
勞
働
能
率
ビ
機
械
能
率
^
を
混
同
せ
る
も

,
 

の
に
あ
ら
ざ
る
は
言
ふ
ま
で
む
^
し
。.
さ
れ
ざ
そ
の
實I 

行
に
當
り
て
は
、

®
^i
R
:
w者
を
混
同
せ
る
事
情
の
下I 

に
組
み
立
て
ら
る」

(

第
ニ
六
鼠)
の
で
ぁ
り
、
：「

勞
鈒
仕
：| 

拂
额
の
差
別
に
ょ 

>
>
.
强
烈
/i
:
る
能
率
的
刺
戟
を
従
業\ 

者
各
個
に
與
へ
ん
€
す
る

0
で
ぁ
つ
て」

(

第
ニ
七
頁)\ 

勞
侧
組
<
ロ
に
_ょ
つ
て
屢
.々
猛
烈
な
る
反
抗
が
試
み
ら
れ
一 

「

そ
れ
の
み
な
ら
：ず
、
個
人
主
義
に
甚
く
極
端
：な

る

I. 

能
率
增
進
の
方
法
手
晚
は
、
工
場
を
し
で
.實
際
に
は
極
一

ら

る

ベ

き

も

の

で

あ

る

o
^
し

/;
が

ら

子

は

必

ら

す

し
 

も

親

ビ

運

命

を

共

に

す

べ

5
も

の

で

は

な

い

。

科

學

的 

:

管

理

法

の

理

論

に

於

け

る

特

徵

は

、
資

本

主

義

的

精

神 

立

し

て

ょ

く

そ

の

生

命

を

維

持

す

る

に

足

る
も

の 

が

ぁ

る

。

日

く

產

業

管

通

の

合

理

化

、
作

業

の

標

準

化

.、 

課

：業

の

指

定

、

適

材

適

所

の

配

®

、

機

械

其

他

の

設

備
 

の

改

善

、

衛

生

設

備

の

刷

新

、

^

ぅ

し

て

業

務

編

制

の 

.創
設

、(

第

一

七

丨

ニ

五

頁

參

照

)

等

己

れ

で

ぁ

る

。
こ
れ 

等

の

特

徵

に

基

い

て

科

學

的

管

理

法

の

生

命

は

、

社

會 

が

生

產

組

織

を

必

要

ど

す

る

限

り

、

不

朽

で

あ

る

で

あ 

ら

う

。
遮
莫
、
本
書
の
全
體
に
百
¥

て
他
の
容
易
に
追
從
す

S
な

る

生

存

競
^
揚

と

化

せ

し

め

、

そ

の

結

果

は

科

學
〖

る

を

許

さ

ざ

る

特

徵

は

、
隨

所

に

利

用

せ

ら

^

た

る

實

_

的
赞
理
法
の
創
案
者
0
理
想
を
®

切
6 
>
却
っ
て
協
同 

一
致
、
相
互
扶
助
の
！

を
^

失
せ
し
む
る
が
故
に
V 

往
々
科
學
的
管
理
法
^

對
し
、
非
人
道
的
な 
>
 
ど
の
批 

雛
さ
へ
も
起
こ
る
の
で
あ
る
。」(

第
一 
'一
九
頁)

こ
れ
等
の 

批
は
I f

科
學
的
赞
趣
法
の
實
際
0
有
す
^
缺
陷
で
あ
っ 

V
、

#

党
.し
れ
を
生
み
衣
る
：*

本

：生

義

的

精

神

に

歸

せ 地
硏
究
の
結
果
ビ
そ
の
統
計
で
あ
ら
ぅ
。
そ
の
範
圍
が 

單

一
«

類
の
エ
揚
で
あ
る
こ
^

を
以
つ
て
、
批
麵
を
加 

へ
る
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
求
だ
徹
底
的
調 

査
行
は
れ
ず
、
.そ
の
結
果
の
公
表
せ
ら
れ
ざ
る
現
在
に 

あ
^n

て
、
各
方
面
ょ
b
m

集
觀
察
せ
ら
れ
^
る
多
數
の 

硏
洸
の
成
®

S

凝
計
S

比
、
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重
す
ベ
き
苦
心
の
猶
a

I：

K

で
あ
り
、
誇
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き
本
書
の
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膝
で
あ
る
。
例
を
以
つ
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て
す
れ
ば
、
勞
働
時
間
を
_
じ
た
る
，第
五
章
に
於
い
：て

' 

次
のI

齣
を
見
出
す
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第

1

0六—
一

〇
七
頁
>
.

'

鼓
業
の
:̂
1:
て
行
は
ゐ
、
エ
業
は
、
そ
の
從
業
效
の
多
分
は
通
勤)  

•|
:':
:1す

躭
業
マ
る
が
故
1
1、
就
槳
始
終
の
時
刻
は
從
業
莕
0 :
通
勤 

^
i

M
杏
の
逄
ゎ
る
の
み
；̂
ら
す
、始
業
吨
剡
象
季
1C
於
て
单
く
、|  

义
r :
莨
季
L
L於
て
晚
さ
l l
、
，共
l :
從
梁
翁
の
能
率
を
高
む
る
所
以,

f  

で
な
い
の
で
あ
つ
て
、
畫
業
^
就
業
時
間
が
、
九
時
間
乃
赉
十
時\ 

.
間
制
の
場
合•-!

は
、
就
業
始
終
‘の
時
刻
It
、
そ
の
勞
働
時
間
钟LL  

|

 

休
恕
時
[|
!1
の
削
|

」

相
俠
つ
：て
、
放
驗
的
研
究
が
要
せ
ら
る
。
朿
一 

:

蒎
靡
资
屈
:|
:
圾
1
1於
て
"
就
樂
時
問
十
時
間
、
休
憇
時
間
1
時
⑻
、

一
 

/
午
前
七
晓
始
槳
午.
後
五
陁
，終
業
か
、
火
疋
十
邮
冬
季
の
四
ヶ
月
1
1 \ 

:
:

限
り
、
試
み
| ;
就
粱
時
間
か
九
時
間
四
十
分
、休
憇
時
({
|
|1:
時
間
、

\

- .
午
前
七
時
三
十
分
始
業
午
後
蓝
邸
兰
十
分
終
業
^
吹
め
れ
る
货
驗\ 

1
1ふ
れ
ば
、
正
味
勞
慟
時
間
{1
:;
ー1
十
分
妞
縮
せ
る
| :
拘
ら
す
、
作

\

'

槳
能
举
は
却
つ
て
高
め
ら
れ
、
而
か
土
前
取
の
冬
学
11
此
し
犮
記
.\ 

の
潴
明
^
ゐ
得
益
を
锻
见
し
た
の
で
わ
る
。
丨

'■
':
ぃ

.

\

1

運
刻
翁
の
著
し
合
诚
少 

• 

ニ
缺
勤
莕
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概
の
僧
加
.：：

，

' :

四
'
"努
龈
所
得
額
の
增
加
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十
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貂
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以

上

は

始

業

及

び

終

業

時

間

に

關

す

る

も

の

で

あ
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？

本

書

は

時

事

問

題

の

解

決

に

對

し

て

も

暗

示

に

富 

む

で

ゐ

る
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例

へ

ば

屢

々

論

究

せ

ら

る

，
「

八

時

間

勞 

働」

及

び

「

週

休

問

，題」

に

つ

き

て

本

書

は

如

何

な

る

結 

論

を

下

す

か

。

そ

れ

に

就

い

て

は

、
同

じ

章

の
「

時

間 

の

配

置w

能

率

の

波

動」

を

論

す

る

1
®
に

於

い

て

 ̂

次

の

如

く

言

ふ
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四
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南
專
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湯
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け
る
最
終
作
業
れ
る
饴
煙
草
仕
上(

手
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作

業

給
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 (

勢
銀
刺
戟
の
少
き
番〕

に
就
き
調
查
し
れ
る
成 

結
！i

微
す
れ
ぱ
、
1
日
疋
味
勢
働
時
間
4
九
時
間
ミ
し
て
、
疋
午 

休
憇
四
十
分
、
午
前
午
後
怵
越
十
分
づ>

の
揚
合
に
は
、
治
の
圆 

表
(2
)
|-
示
す
如
く
、

一
日
中
の
朝
掛
け
が
能
率
最
も
低
く
、
三
時 

.
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問

目(

休
憩
か
含
む
時
間 >  
の
休
憇
前
u
lt
午
前
中
の
最
高
能
率 

4>
現
は
し
、
沐
隊
後
*し
於
ズ
は
能
率
は
ー
時
低
>'
す
る
も
、
0
 

L
ii

る
倦
怠
^
疲
勞
0
恢
復
は
漸
次
能
维
か
上
界
し
つ 
> 
午
^
 ̂

憇
時
間
！

-L

及
ぶ
の
で
あ
る
。
午
後
に
至
リ
ズ
は
3
時
間
！！2 C

沐
憇 

か
含
む
時
間〕

に
於
て
一
日
屮
の
最
高
能
^
4*
斌
し
、休
戳
後
は
漸 

次
低
く
な.
9
at
時
間
目
L
Llt
愈
に
低
下
す
る
。
S
ら
に
午
前w

午 

後
w
lt
同
じ
く
四
時
間
半
づ
、
な
る
が.
、
午
後
の
能
卑
は
常|:
午 

前
の
能
荦
i
り
も
高
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
勞
働
時
fl
|]

W
怵
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間
と
の
醐
蹬
か
變
纸
せ
ざ
る
場
合
卩
於
て
は
、
四
季
か
通
じ
て
こ
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鱗
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介
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赞
働
時
_

¥

九

時

問
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£

る
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^
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糊
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さ
ら
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働
時
間
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1

時
間
だ
け
午
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1
1
於
て
咐 

加
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齚
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四
時
間
中
、午
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4 >

五
時
間
半
と
し
、
，.就
業
.時
，問
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舰
骰
な
狻
班
す
る
ミ
さ
は
^

の
婼
塑
は
著
し
さ
虼
化
^

也
じ〜
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に
I t
'午
後
の
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.汰
憇
谈
I t1

=

中
0 |
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#

|

か
示
せ
る
|-
拘
ち
す
著
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く
下
.陴
し
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一
=

中
め
最
高
辦
は
中
前
の
<
休
憇
後
|-

移
さ
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石
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而 

し
ズ
邋
等
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能
率
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1
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-紱

: 0
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動
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姚

旮

特

に

拔

逾

か

耍

マ

る
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忠
 

阽
間
の
錕
終
u

1
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だ
け
：勞
働
時
：間
が
壻
さ
れ
た
る
爲
め
、
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後
の
休
黻
後
の
能
取
も
中
抓
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の

俠

酸

微
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，
能
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^

共
|:
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低
下
し
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殊
W

九
時
間
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■

、ふ
り
の
低
下
は
急
述
度
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示
せ
る
こ
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及
び 

一
M
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中
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能
难
波
勅
の
高
低
爱
ゆ
勞
働
時
間
1

時
■
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延
長L

i
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リ
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'
僧
大
の
傾g

か
示
し
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0

1
時
間
常
出
來
高
{ 1
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努
働
晛
間
マ 

咏
間
の
撒
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ょ
り
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敦
し
く
低
下
マ
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で
わ
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楚
等
の
货
驗
に
歡
す
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^
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は
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あ
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^
て
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味
努
砌
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時
間
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尨
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總
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つ
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*.總
/|
-

逄
高
4

诚
少
す
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働
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分
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時
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す
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因
り
、.
通
勤
と
寄
宿W

の

差

も

あ

り

"

‘さ

ら 

に
0|
|
'
練

の1

否
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四
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猶
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.
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述
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^
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ぶ
る
坊
は1

日
中
0
各
時
間
に
於
け
る
勞
働.
能
率
9
波
励 

.

の
な
冬
が
：、
能
率
ば
：

一

週
間
の
各
日1:
於
て
も_

轉

，
 

の
，謂

線̂

作
'る
。.1

孖
九.
時
問
勞
擻
ハ
日
間#
^>

:.cz

噃
休
H
の.

揚
合ir

於
v
lt-
t
一
：
日
即
ち
休§

謇

が
.
一
，
翬

の

最

低

靡

^
承P

、

經
る
！
_
£.
從

び
,|
:
進.
し

、

.四
 
Hs
r
x
lt
aL
ds
I

v;
-—. 
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緻
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s
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マ
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ね
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0'
能
舉
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降
の
度
合
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强
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ふ
る
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と
は
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の'勞
働_

間
僧
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#
合
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間乃
#
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九
畔
間
ロ
の
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'率
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度
合
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似
れ
る
む
め
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働
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間
妒
漸
く
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ム
れ
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め
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U
て
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ぐ
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の
感
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張
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ロ
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(-
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猶
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；
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と

す
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作
業
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て
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す
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翁

い
。
：然
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が
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氏
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て.
は
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結

論

は

奇

異

な
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故

に

貴

し
^

す

る

に

あ
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で
、
；； .

寧
'/
.
举

凡

な

る

結
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至
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:

す
る
^

般
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A
際
的
經
驗
.扉
發
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ぶ
.■ベ
き
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说
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る
ま
い
か
。
以
上
は
取
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の
例
を
示
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；
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>
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訓
練
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、
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働
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住
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酬
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^
篇
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所
に
：於
い 

て
こ
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を
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す
こ
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出
來
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本
書
は
も
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賣
測
始
ニ
十
芄
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念
せ
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が
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に
本
^

「

|
J 3
稿
を
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さ
れ
し
曲
で
あ
る
が
、
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嘯の
；；

^

版
で
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^
>
つ
て
、氏
の
力
に
俟
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に
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^ '

ざ
れ
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日
に
產
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か
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^
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蕃
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な
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殆
ざ
凡
て
が
思
索
^
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ふ

哲
學
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領
域
に
あ
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柯
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中
傅
士
ビ
共
に
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ィ
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猶
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擗
典
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の
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右
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來
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あ
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。
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著
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む
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あ
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縣
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